
令和７年６月１０日 

教務委員会 

 

令和６年度 卒業時満足度調査 結果と分析 

-カリキュラム編成・運用・DP について- 

 

1. 調査方法の分析 

1）調査期間 

令和７年 3 月１３日～3 月 1４日  

 

2）対象 

令和７年 3 月卒業 4 年生 107 名（2021 年度入学生） 

 

 3）方法 

  Google form を活用。 

前年度に引き続き、教務委員会委員数名により、調査概要および回答の操作説明を行った。また、卒業式前日に行われた説明会の際、最初に本調査の時間を

取り回答を依頼した。例年行っていたリマインドメール送付は、オリエンテーションの時間内で回答率が 85％を超えていたため今年度は実施せず、欠席者への

連絡とした。 

 

4）結果 

回収率 90.7%（回答数：97 部） 

 

【考察】 

昨年度の回収率 87.0%よりも上昇し 90.7%であった。例年通り、委員による本調査の説明および巡回の実施、必ず 4 年生全員が集まる場において回答時間を設

けたことで高い回収率を維持できている。調査の依頼文書内「回答は任意」の記載を削除したこと、全体オリエンテーション欠席者に個別に連絡を取ったことも

回収率上昇につながったと推測される。次年度も同様の工夫により同等の回収率が見込めると考えられる。 

 

 

 



2. 結果概要と分析 

（1）カリキュラム編成について 

 

 
 (以下、カリキュラム編成に関する自由記述) 

・特になし ・特にないです 

・中国語の選択で 2 回目から選択すると教材もなく、勉強についていけなかった。 

・実習の時期を、詰めた方が 4 年生の時就活や国試、卒研への時間がもっととれると思いました。 

・幅広い選択科目が選べるともっと良かったと思う。 

・教科書や資料をそのまま読む形が多く、解剖生理といった基礎的な知識があまり身に付かなかった 

・フィジカルアセスメントがよく分からないまま進んだから実習の時なんとなくでしか覚えてなかったのが大変だった。1 年生の時の実習をシャドーイングにして看護師の

実技を見せて頂き、その後フィジカルアセスメントが入るとイメージがつきやすいのではないかと思った。 

 

【考察】 

すべての項目について、例年通り肯定的な回答が得られ、カリキュラム編成は概ね良好と思われる。 

※自由記載内容をみるに、一授業に対する意見が多く含まれており、あくまで「カリキュラム編成」に対する意見にとどめてほしい旨の説明書きが必要ではない

かと思われた。 

 

 

 

上段…令和5年度
下段…令和6年度《カリキュラム編成について》

１　授業科目には本学の建学の精神、教育理念、教育目的・目標が反映されていた

２　授業科目は理解しやすい（学びやすい）順序であった

３　カリキュラムはそれぞれの科目の特性が活かされた編成であった

４　選択科目は思い通りに選んで履修する事ができた
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■そう思う　■どちらかというとそう思う　■どちらかというとそう思わない　■まったくそう思わない　■未回答



（2）カリキュラムの運用、学生の学習を活性化する取り組みについて 

 
 

(以下、学生の学習を活性化する取り組みに関する自由記述) 

・卒業生とお話できる機会を、設けてほしいです。色んな施設で働く看護師保健師養護教諭のリアルや学生時代の話しなど、色々お話を聞くと、学生にとって学習意欲の向

上やこうなりたい!と活性化できると思います。 

・特にないです 

・紙ベースの課題よりも Google フォームやパソコンでの課題の方がやらなきゃいけないと思い、意欲的にできたと思う 

・グループワークの課題の際、グループの提出物だけでなくピア評価を用いることで、グループの人たちみんながより頑張れると思う。 

・2 年生の後期がテスト数が多く、1 日 3 個やって次の日もテストあるなどの予定は厳しいと感じた。 

■そう思う　■どちらかというとそう思う　■どちらかというとそう思わない　■まったくそう思わない　■未回答

７　試験期間の設定・時期は適切であった

《学生の学習を活性化する取り組みについて》

１　ガイダンス等で履修指導が適切に実施されていた

２　１授業あたりの学生数は授業形態にあわせて設定されていた

３　主体的な学習をするためにシラバスを活用した

４　学生の主体的な学びを促す授業が行われていた

５　授業内容についての質問をする機会（オフィスアワーの活用や
　　教員のメールアドレスなど）を活用した

８　１日に実施する試験科目数は適切であった

６　学習に学内のWi-Fi環境を活用した
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下段：令和６年度 



・コロナ禍というのもあり、変更があった時にテスト期間中に実技テストが入ることがありもう少し余裕が欲しかった。 

・WiFiの電波が弱すぎてみんな困っている印象でした。そこだけ改善をお願いしたいです。 

 

【考察】 

 すべての項目において、肯定的な回答の割合が多い結果であった。特に「３．主体的な学習をするためにシラバスを活用した」では、「どちらかというとそう思わ

ない/そう思わない」と答えた学生の割合が昨年度 19.2%であったのに対し、今年度は 9.3%と減少している。全教員によるシラバスチェック機能を取り入れたこと

で、時間外学習や評価方法等が明確かつ具体的に記され統一されたこと、また授業開始時にシラバス説明の時間を設けるよう促したことで、学生のシラバス活用が

促進されてきていると考えられる。 

「８．1 日に実施する試験科目数は適切であった」では、「どちらかというとそう思わない/そう思わない」と答えた学生の割合が昨年度 6.4%であったのに対し、

今年度は 14.4%と増加している。自由記載にある通り、試験が多い１・２年生の時に試験日程の変更等によりやむを得ず試験日程が過密となった可能性がある。 

自由記載にある「卒業生の体験談を聞く機会の設定」「グループ活動の際のピア評価の取り入れ」は学習活性化に有効な一意見であると考える。 

 

（3）DP について 

 
 

【考察】 

DP 変更初年度であるが、肯定的な回答が得られており、DP 設定に合うカリキュラム編成が成されているといえる。次年度以降の傾向をみていく。 

■そう思う　■どちらかというとそう思う　■どちらかというとそう思わない　■まったくそう思わない　■未回答

５　看護における専門職として学習を継続できる能力を身につけることができた

《ディプロマポリシーについて》

４　地域共生社会における生活者の保健・医療・福祉の向上に寄与できる基礎的な能力を
身につけることができた

１　赤十字の基本理念である人道を理解し、国内外の救援を担う看護活動ができる基礎的
な能力を身につけることができた

２　多様な人々や新たな状況に対し倫理観を持ち柔軟に対応するための知識や教養を身に
着けることができた

３　人間を統合的に捉え、人々の健康と生活の質を高める看護を実践できる基礎的な力を
身につけることができた
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※DP変更のため、前年度との比較なし


